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　お客さまのBOM（部品表）を分析してみると、おおよそ
半分が「規格品領域」で、ミスミのカタログから注文できる
ようになりました。しかし、残り半分の「図面品領域」は、こ
れまでと同様に図面を作成して調達しています。このリード
タイムの差が、モノづくり全体のスピードを阻害しています。
「規格品」だけ早く届いても、部品がすべてそろわなけれ
ば組立はできません。
　当社は長年、部品の標準化に取り組んできましたが、限
界があります。曲面を含む3次元形状をカタログに表現する
のは困難ですし、カタログ番号が何十ケタにもなるようでは
お客さまが注文できません。特に板金部品や切削部品は
複雑な加工を求められることが多く、標準化は困難でした。

■ミスミが提案する部品調達の「DX」
―meviyは、従来の「カタログ」ではカバーできなかった
「図面品領域」に対応するサービスということですね。
吉田　3次元CADの普及が進み、AI技術やデジタルマ
ニュファクチャリングが加速度的に進化している今、製造業
は「DX」（デジタルトランスフォーメーション）により新たな競
争優位性を生み出すことが必要です。
　meviyは、ミスミが提案する部品調達のDXの姿です。
部品の3次元CADデータをアップロードすることで、即時
見積りと最短1日出荷を実現します。
　現時点で対応する設計シーンとアイテムは、設備・装置
設計の「FAメカニカル部品」（板金部品・切削プレート）、
開発・製品設計の「ラピッドプロトタイピング」（試作）、金型
設計の「金型部品」の3つ。開発は2014年頃からスタート
し、2016年から「金型部品」、2017年から「ラピッドプロトタ
イピング」（米・P

プロトラブズ

ROTOLABSに生産委託）、2019年1月
から「FAメカニカル部品」の板金部品、同3月から切削プ
レートのサービスを開始しました。

■AIが形状を読み取り、加工可否を判断
―meviyの具体的な使い方について教えてください。
吉田　ミスミのアカウントを作成するだけで無料で使用で
きます。操作はブラウザ上で完結します。3次元モデルの

■「カタログ」による部品調達イノベーション
―meviyの開発に至った経緯を教えてください。
吉田光伸3D2M企業体社長（以下、姓のみ）　まず当社
には「ものづくりの、明日を支える。」という全社ミッションがあ
ります。お客さまのモノづくりの現場でわれわれの製品が至
るところで活用され、「電気・ガス・水道・ミスミ」のように「モ
ノづくりの社会インフラ」として“存在するのは当たり前だが、
なくては困る”という姿を目指しています。そして「インフラ」
の役割を担うからには、製造業自体をより進化させていくの
が当社の責任と考えています。
　また、最も重要なものとして掲げているのは「時間戦略」
です。これまで当社が展開してきたサービスと同様、meviy
もお客さまの納期やスピード、ひいてはモノづくり全体のス
ピードを速くしていくことを目指して開発しています。
―御社のこれまでの取り組みとあわせて、「時間戦略」の
中身についてもう少し詳しく聞かせてください。
吉田　一貫して取り組んできた課題は、一言で言うと「部
品調達にかかる時間の短縮」です。
　たとえば、1,500点くらいの部品で構成される工場設備を
つくろうとしたとき、かつては部品と同じ数の図面が必要でし
た。そこには「作図の手間」「見積りの待ち時間」「長い納
期」という「時間の3重苦」がありました。
　この「3重苦」の解消を目指して、当社は1977年に「カタ
ログ」を発刊し、「標準化」を推進することによってイノベー
ションを起こしました。
　「カタログ」が生み出した価値は、「作図」と「見積り」が
不要になること。カタログから形状・材質・表面処理・寸法
などの仕様を選択することで、図面がなくてもカタログ番号
で注文できるようになりました。また、当時は価格も納期もブ
ラックボックスで、見積りを取らないとわかりませんでしたが、
ミスミのカタログには価格も納期も明記しました。
　「標準化」が生み出した価値は、「確実短納期」と「低コ
スト」の実現です。ベトナムにある当社の工場で半製品ま
でつくり、消費地にある最終仕上げ工場へ船便で輸送しま
す。注文が入ると、半製品の状態から最終仕上げ加工を
行って出荷します。半製品は大量生産によるスケールメリッ
トを生かし、最終仕上げは時間勝負の1個流し生産を行う
ことにより、「短納期」と「低コスト」を両立しました。

■カタログの限界―「図面品領域」が課題
―meviyは、「カタログ」に継ぐ“第2のイノベーション”と
いう位置づけになるのでしょうか。
吉田　われわれはmeviyを「リ・イノベーション」として、ミ
スミの“次の10年”をつくるサービスと位置づけています。
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